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さわやかな秋空のもと、
献血運動と薬物乱用防止運動を実施

　ドリームモータースクール昭和にて、10月24日に行われたドリー
ムセーフティフェスティバル会場での献血アクティビティには、35 名の
ライオンに参加いただきました。大変ご苦労様でした。朝 9 時より設
営で協力いただいた方には重ねてお礼申し上げます。
　78 名の方に申し込みいただき、400mlで 52 名、200mlで 6人の
方から献血をいただき、合計 2万 2,000mlとなりました。
　ドクターのＬ. 飯島昭三には一日ご協力いただき大変感謝しており
ます。今年 3月と6月に献血アクティビティがあります。当クラブの
柱である献血アクティビティへの積極的な参加協力をよろしくお願い
します。

  チャリティーゴルフコンペを開催して　　　　　　　　　  事業福祉委員長　Ｌ.関根　とひみ
　恒例の長野白樺ライオンズクラブ・チャリティーゴルフ
コンペが、１０月１４日（木）長野国際カントリークラブにて、
盛大に催されました。多勢の参加者が張り切ってスター
ト。気持ちの良いゴルフタイムを過ごしていただき、たく

さんのチャリティー金が集まりました。
　当クラブの大きな行事ということで、役員、会員が一
丸となって取り組んでいただき、無事に終了致しました。
　皆様、ご支援、ご協力、誠にありがとうございました。

　秋晴れの10月24日（日）、モータースクール昭和にて
開催された「第15回ドリームセーフティフェスティバル」
会場の一角をお借りして、献血アクティビティが行われ、
ライオンが大勢の参加者に献血を呼びかけました。
　このフェスティバルは、当クラブ会員の元ガバナーのL.
仁科が経営する、ドリームモータースクールにて開催す
るイベントで、ミニ新幹線・パトカー試乗・キャラクター

ショーなど親しみのある催し 
　 物が行われ、毎回親子連れを中
心に7千余名の皆さんが来場されています。

　10月14日、長野国際カントリークラブでチャリティーゴル
フコンペを行い、ゲスト159人と当クラブメンバー31人の合
計190人が参加して日頃鍛えた自慢の腕を競いました。
　当日は、長野市出身のプロゴルファー塚田陽亮（ようす
け）さんがドライバーショットを披露したり記念撮影を行い
ました。

　また、表彰式会場では塚田プロが提供したヘッドカ
バーなどのオークションが行われました。
　表彰式で、当クラブのL.酒井千明第二副会長は「今
日のチャリティー金は、当クラブが行っている青少年健
全育成やチャリティー食事会、献血運動、薬物乱用防
止事業などの奉仕事業に充てる」とあいさつしました。

献血を呼びかけるメンバー

　LLの会秋の旅行は、10月7日に新穂高と上
高地で散策を楽しみました。
　LL13 名、Ｌ6名の計 19 名が参加しました。

 LLの会 新穂高と上高地散策
　第2リジョンの新年合同例会は、メルビン・ジョーンズの誕生日
にあたる1月13日、ホテル国際21で開かれ、当クラブからは65人
が参加して社会奉仕を誓うとともに新年の門出を祝いました。
　ホストクラブである長野ライオンズクラブのL.左右田昭道会長
は「我 を々取り巻く環境は非常に厳しいが、ライオンが心を一つ
にすればこの不況は必ず乗り切れる」と団結を呼びかけ、L.丸山
正芳地区ガバナーは、日頃の奉仕活動への参加を感謝するとと
もに「ウィ・サーブの気持ち
を持って力を貸してほしい」
と協力を求めました。
　例会後は、L.宮下満栄第
一副地区ガバナーの乾杯の
音頭で祝宴が始まり、懇親
を深めました。

 社会奉仕への精進誓う 2R新年合同例会

ご参加、ご協力ありがとうございました。ご参加、ご協力ありがとうございました。
チャリティーゴルフに159人

第15回ドリームセーフティフェスティバル昭和会場にて

  みんなの力を結集して大きな成果　　　　　　　　　　　 保健福祉委員長　Ｌ.野村 千津子

1月第一例会
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例　会　報　告
　9月第二例会（22日）は、長野赤十字血
液センターの小林岩人業務課長をゲストに
迎え「献血の現状」について講演をしてい
ただきました。
　小林課長は「人間の体は、体内に異物
が侵入してきたときに、これを激しく攻撃す
る（免疫）。輸血に同じ血液型を使用しな

ければならないのはこのため。しかし、同じ血液型といっても一人
ひとり微妙に異なっており、何人もの血液を輸血することは、患者

の発熱や発疹などの副作用発生の可能性を高める。このようなこ
とから医療機関からの要請も今では92％が400mlの血液（赤血球
製剤）だ」と説明、400ml献血への理解と協力を呼びかけました。
　また同日の例会では、長野
県児童福祉施設連盟東北信
支部（戸谷隆典支部長）と日本
ボーイスカウト長野県連盟長
野第15団（林竹彦団員長）に
支援金の贈呈も行いました。

ながの夢応援基金　
鷲澤市長が寄付よびかけ
　鷲澤正一長野市長は、当クラブの10月第二例会（27日）で、長野オ
リンピック記念基金に替わる「ながの夢応援基金」の創設と寄付につい
て説明しました。
　オリンピック記念基金からは毎年2億円程度の助成を受け、スピード
スケートワールドカップ長野大会や世界フィギュアスケート選手権、またオ
リンピック記念イベントの長野マラソン、長野灯明まつり、さらには選手、

指導者の育成、スパイラル・ビッグハットの製氷経費などに充ててきたが、平成 21年度で助
成事業が終了した。
　鷲澤市長は「オリンピック開催都市として、これからもオリンピックの遺産を大切にするため
に、ながの夢応援基金への寄付をお願いしたい」と呼びかけました。

ゲストスピーチ
ボーイスカウトについて
　10月第一例会（13日）では、日本ボーイスカウト長野県連盟長野第15
団副団委員長の黒木健一さんをゲストに迎え、ボーイスカウトの生い立ちな
どについてスピーチをしていただきました。
　1907年にイギリスから始まったボーイスカウト運動は世界中に拡がり、
現在では世界の160の国と地域が正式加盟、約2,800万人ものスカウトが
参加しているそうです。

児童福祉施設運動会を支援
　長野県児童福祉施設連盟東北信支部の第 42回運動
会が 10月2日、上田市の市民の森で行われ、当クラブか

らは12人のメンバーが応援に駆けつけました。
　  当クラブでは同運動会に支援をして
おり、メンバーたちはパン食い競争や
借り物リレーに参加、子ども達や施設
の職員の皆さんと一緒に秋の一日を楽
しみました。

Ｌ. 高橋　丈房
　このたび入会させていただきましてありがとうござい
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　地域や社会に貢献するまた奉仕する本来の意味を
考えながら、10－11年度会長スローガンでもあります「友

愛と団結で奉仕」が達成できますよう、微力ではありますが活動に参加
させていただきたいと思います。
　先般、長野県児童福祉施設連盟東北信支部運動会（上田市民の森）
に参加しました。短い時間ではありましたが、子ども達から逆に元気をも
らい、また長野白樺ライオンズクラブの歴史を感じました。
　若輩ではありますが先輩会員皆様方のご指導・ご鞭撻の程よろしくお
願い致します。

Ｌ. 米野　博士
　この度、長野白樺ライオン
ズクラブに入会させていただ
きましてありがとうございま
す。ライオンズの誓いにある

「知性を高め友愛と相互理解の精神」は、これ
からの私には大切なことだと思っております。
　社会奉仕に精進できるよう微力ではござい
ますが、がんばりたいと思います。
　まだまだ不慣れで、先輩会員皆様に教えて
いただくことが沢山ありますが、どうかよろしく
お願い致します。

ライオン誌例会
　11月第一例会は、ライオン
誌「LION」を参考に、「将来の
ライオンズについて語る」をテー
マに行いました。ＭＥＲＬ副委
員長のＬ.松木信弘が LIONに
掲載されたシド・L・スクラッ
グスⅢ世国際会長の「奉仕の
光になろう－私たちの成功のカ
ギは大きな影響を与える奉仕
事業」を朗読、メンバー全員で
ボランティアへの決意を新たに
しました。
　また、新入会員4名がリレー
スピーチを行い、ライオンズ活
動への新鮮な想いを熱く語っ
てもらいました。

　11月第二例会（24日）は、株式会社ファーデンの白
澤修社長をゲストに迎えて「日常生活とIT」と題して
の講演がありました。
　白澤社長は「ポイントカードは現在約一万種類あ
り、ポイント失効額は1,200億円にも達している」と説
明。「利用率をあげるために、有効期限を設けない
でポイントを活用できる一括管理システムの構築」

の話や、年配者の健康管理のためにインターネットが有効活用されている
事例などをあげながら、身近にあるIT社会の話をしていただきました。

LCIFでスピーチ
　12月8日の第一例会は、
元地区キャビネット幹事で当
クラブ第二副会長のＬ.酒井
千明が LCIFについてスピー
チしました。
　Ｌ.酒井は LCIFの生い立
ちから役割までわかりやすく

説明し、「1回はやってみてください」と呼びかけま
した。

　恒例の家族合
同クリスマスパー
ティーが 12月15
日、長野みすず
ライオンズクラブ
会長のＬ.風間邦
光ら三役、当クラ
ブの元地区ガバ

ナーＬ.仁科良幸、地区会計監査委員のＬ.竹内良美をゲストに
迎え、賑やかに開催されました。
　柳町中学校吹奏楽部の皆さんによる演奏で会場は大いに盛
り上がり、参加者全員で「きよしこの夜」を合唱した後、会長
代行第一副会長のＬ.中村秀雄が「今宵は大いに楽しんでくだ
さい」とあいさつ。長野みすずＬＣの風間会長の乾杯の音頭で
スタートしました。
　第三副会長のＬ.西内寛治がサンタクロースに扮してステージ
に登場、レオにプレゼントを渡しました。プレゼントを受け取っ

たレオたちは「サンタさんからもらったよ!」と大はしゃぎでした。
　また、ビンゴゲーム大会も行われ、LLの皆さんも親睦を
深めていました。Ｌ.山﨑昭宏のソングリーダーで「また会う日
まで」を参加者全員が手をつな
いで歌い、LLの会委員長のＬ.
赤羽豊喜の閉会の言葉で、楽し
いパーティーは閉じました。

10.27

11.10

11.24

12.15

12.8ゲストスピーチ
400ml献血呼びかけ

ゲストスピーチ
身近にあるIT社会

賑やかに親睦深めたクリスマス例会

新しい仲間です。新会員
紹　介

（11月第一例会） （12月第二例会）

9.22
（9月第二例会） （11月第二例会）

（10月第二例会）

10.13
（10月第一例会）

（12月第一例会）
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例　会　報　告
　9月第二例会（22日）は、長野赤十字血
液センターの小林岩人業務課長をゲストに
迎え「献血の現状」について講演をしてい
ただきました。
　小林課長は「人間の体は、体内に異物
が侵入してきたときに、これを激しく攻撃す
る（免疫）。輸血に同じ血液型を使用しな

ければならないのはこのため。しかし、同じ血液型といっても一人
ひとり微妙に異なっており、何人もの血液を輸血することは、患者

の発熱や発疹などの副作用発生の可能性を高める。このようなこ
とから医療機関からの要請も今では92％が400mlの血液（赤血球
製剤）だ」と説明、400ml献血への理解と協力を呼びかけました。
　また同日の例会では、長野
県児童福祉施設連盟東北信
支部（戸谷隆典支部長）と日本
ボーイスカウト長野県連盟長
野第15団（林竹彦団員長）に
支援金の贈呈も行いました。

ながの夢応援基金　
鷲澤市長が寄付よびかけ
　鷲澤正一長野市長は、当クラブの10月第二例会（27日）で、長野オ
リンピック記念基金に替わる「ながの夢応援基金」の創設と寄付につい
て説明しました。
　オリンピック記念基金からは毎年2億円程度の助成を受け、スピード
スケートワールドカップ長野大会や世界フィギュアスケート選手権、またオ
リンピック記念イベントの長野マラソン、長野灯明まつり、さらには選手、

指導者の育成、スパイラル・ビッグハットの製氷経費などに充ててきたが、平成 21年度で助
成事業が終了した。
　鷲澤市長は「オリンピック開催都市として、これからもオリンピックの遺産を大切にするため
に、ながの夢応援基金への寄付をお願いしたい」と呼びかけました。

ゲストスピーチ
ボーイスカウトについて
　10月第一例会（13日）では、日本ボーイスカウト長野県連盟長野第15
団副団委員長の黒木健一さんをゲストに迎え、ボーイスカウトの生い立ちな
どについてスピーチをしていただきました。
　1907年にイギリスから始まったボーイスカウト運動は世界中に拡がり、
現在では世界の160の国と地域が正式加盟、約2,800万人ものスカウトが
参加しているそうです。

児童福祉施設運動会を支援
　長野県児童福祉施設連盟東北信支部の第 42回運動
会が 10月2日、上田市の市民の森で行われ、当クラブか

らは12人のメンバーが応援に駆けつけました。
　  当クラブでは同運動会に支援をして
おり、メンバーたちはパン食い競争や
借り物リレーに参加、子ども達や施設
の職員の皆さんと一緒に秋の一日を楽
しみました。

Ｌ. 高橋　丈房
　このたび入会させていただきましてありがとうござい
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　地域や社会に貢献するまた奉仕する本来の意味を
考えながら、10－11年度会長スローガンでもあります「友

愛と団結で奉仕」が達成できますよう、微力ではありますが活動に参加
させていただきたいと思います。
　先般、長野県児童福祉施設連盟東北信支部運動会（上田市民の森）
に参加しました。短い時間ではありましたが、子ども達から逆に元気をも
らい、また長野白樺ライオンズクラブの歴史を感じました。
　若輩ではありますが先輩会員皆様方のご指導・ご鞭撻の程よろしくお
願い致します。

Ｌ. 米野　博士
　この度、長野白樺ライオン
ズクラブに入会させていただ
きましてありがとうございま
す。ライオンズの誓いにある

「知性を高め友愛と相互理解の精神」は、これ
からの私には大切なことだと思っております。
　社会奉仕に精進できるよう微力ではござい
ますが、がんばりたいと思います。
　まだまだ不慣れで、先輩会員皆様に教えて
いただくことが沢山ありますが、どうかよろしく
お願い致します。

ライオン誌例会
　11月第一例会は、ライオン
誌「LION」を参考に、「将来の
ライオンズについて語る」をテー
マに行いました。ＭＥＲＬ副委
員長のＬ.松木信弘が LIONに
掲載されたシド・L・スクラッ
グスⅢ世国際会長の「奉仕の
光になろう－私たちの成功のカ
ギは大きな影響を与える奉仕
事業」を朗読、メンバー全員で
ボランティアへの決意を新たに
しました。
　また、新入会員4名がリレー
スピーチを行い、ライオンズ活
動への新鮮な想いを熱く語っ
てもらいました。

　11月第二例会（24日）は、株式会社ファーデンの白
澤修社長をゲストに迎えて「日常生活とIT」と題して
の講演がありました。
　白澤社長は「ポイントカードは現在約一万種類あ
り、ポイント失効額は1,200億円にも達している」と説
明。「利用率をあげるために、有効期限を設けない
でポイントを活用できる一括管理システムの構築」

の話や、年配者の健康管理のためにインターネットが有効活用されている
事例などをあげながら、身近にあるIT社会の話をしていただきました。

LCIFでスピーチ
　12月8日の第一例会は、
元地区キャビネット幹事で当
クラブ第二副会長のＬ.酒井
千明が LCIFについてスピー
チしました。
　Ｌ.酒井は LCIFの生い立
ちから役割までわかりやすく

説明し、「1回はやってみてください」と呼びかけま
した。

　恒例の家族合
同クリスマスパー
ティーが 12月15
日、長野みすず
ライオンズクラブ
会長のＬ.風間邦
光ら三役、当クラ
ブの元地区ガバ

ナーＬ.仁科良幸、地区会計監査委員のＬ.竹内良美をゲストに
迎え、賑やかに開催されました。
　柳町中学校吹奏楽部の皆さんによる演奏で会場は大いに盛
り上がり、参加者全員で「きよしこの夜」を合唱した後、会長
代行第一副会長のＬ.中村秀雄が「今宵は大いに楽しんでくだ
さい」とあいさつ。長野みすずＬＣの風間会長の乾杯の音頭で
スタートしました。
　第三副会長のＬ.西内寛治がサンタクロースに扮してステージ
に登場、レオにプレゼントを渡しました。プレゼントを受け取っ

たレオたちは「サンタさんからもらったよ!」と大はしゃぎでした。
　また、ビンゴゲーム大会も行われ、LLの皆さんも親睦を
深めていました。Ｌ.山﨑昭宏のソングリーダーで「また会う日
まで」を参加者全員が手をつな
いで歌い、LLの会委員長のＬ.
赤羽豊喜の閉会の言葉で、楽し
いパーティーは閉じました。

10.27

11.10

11.24

12.15

12.8ゲストスピーチ
400ml献血呼びかけ

ゲストスピーチ
身近にあるIT社会

賑やかに親睦深めたクリスマス例会

新しい仲間です。新会員
紹　介

（11月第一例会） （12月第二例会）

9.22
（9月第二例会） （11月第二例会）

（10月第二例会）

10.13
（10月第一例会）

（12月第一例会）
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さわやかな秋空のもと、
献血運動と薬物乱用防止運動を実施

　ドリームモータースクール昭和にて、10月24日に行われたドリー
ムセーフティフェスティバル会場での献血アクティビティには、35 名の
ライオンに参加いただきました。大変ご苦労様でした。朝 9 時より設
営で協力いただいた方には重ねてお礼申し上げます。
　78 名の方に申し込みいただき、400mlで 52 名、200mlで 6人の
方から献血をいただき、合計 2万 2,000mlとなりました。
　ドクターのＬ. 飯島昭三には一日ご協力いただき大変感謝しており
ます。今年 3月と6月に献血アクティビティがあります。当クラブの
柱である献血アクティビティへの積極的な参加協力をよろしくお願い
します。

  チャリティーゴルフコンペを開催して　　　　　　　　　  事業福祉委員長　Ｌ.関根　とひみ
　恒例の長野白樺ライオンズクラブ・チャリティーゴルフ
コンペが、１０月１４日（木）長野国際カントリークラブにて、
盛大に催されました。多勢の参加者が張り切ってスター
ト。気持ちの良いゴルフタイムを過ごしていただき、たく

さんのチャリティー金が集まりました。
　当クラブの大きな行事ということで、役員、会員が一
丸となって取り組んでいただき、無事に終了致しました。
　皆様、ご支援、ご協力、誠にありがとうございました。

　秋晴れの10月24日（日）、モータースクール昭和にて
開催された「第15回ドリームセーフティフェスティバル」
会場の一角をお借りして、献血アクティビティが行われ、
ライオンが大勢の参加者に献血を呼びかけました。
　このフェスティバルは、当クラブ会員の元ガバナーのL.
仁科が経営する、ドリームモータースクールにて開催す
るイベントで、ミニ新幹線・パトカー試乗・キャラクター

ショーなど親しみのある催し 
　 物が行われ、毎回親子連れを中
心に7千余名の皆さんが来場されています。

　10月14日、長野国際カントリークラブでチャリティーゴル
フコンペを行い、ゲスト159人と当クラブメンバー31人の合
計190人が参加して日頃鍛えた自慢の腕を競いました。
　当日は、長野市出身のプロゴルファー塚田陽亮（ようす
け）さんがドライバーショットを披露したり記念撮影を行い
ました。

　また、表彰式会場では塚田プロが提供したヘッドカ
バーなどのオークションが行われました。
　表彰式で、当クラブのL.酒井千明第二副会長は「今
日のチャリティー金は、当クラブが行っている青少年健
全育成やチャリティー食事会、献血運動、薬物乱用防
止事業などの奉仕事業に充てる」とあいさつしました。

献血を呼びかけるメンバー

　LLの会秋の旅行は、10月7日に新穂高と上
高地で散策を楽しみました。
　LL13 名、Ｌ6名の計 19 名が参加しました。

 LLの会 新穂高と上高地散策
　第2リジョンの新年合同例会は、メルビン・ジョーンズの誕生日
にあたる1月13日、ホテル国際21で開かれ、当クラブからは65人
が参加して社会奉仕を誓うとともに新年の門出を祝いました。
　ホストクラブである長野ライオンズクラブのL.左右田昭道会長
は「我 を々取り巻く環境は非常に厳しいが、ライオンが心を一つ
にすればこの不況は必ず乗り切れる」と団結を呼びかけ、L.丸山
正芳地区ガバナーは、日頃の奉仕活動への参加を感謝するとと
もに「ウィ・サーブの気持ち
を持って力を貸してほしい」
と協力を求めました。
　例会後は、L.宮下満栄第
一副地区ガバナーの乾杯の
音頭で祝宴が始まり、懇親
を深めました。

 社会奉仕への精進誓う 2R新年合同例会

ご参加、ご協力ありがとうございました。ご参加、ご協力ありがとうございました。
チャリティーゴルフに159人

第15回ドリームセーフティフェスティバル昭和会場にて

  みんなの力を結集して大きな成果　　　　　　　　　　　 保健福祉委員長　Ｌ.野村 千津子

1月第一例会
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